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日
本
錨
鋼
業
に
於
け
る
日
銀
資
本
の
地
位

第
七
十
二
巻

ム〆、
J己

第
五
披

ム〆、

日
本
錨
鋼
業
に
お
け
る
日
銭
資
本
の
地
位

!
ー
ー
財
務
諸
表
の
分
析
を
中
心
と
し
て

f可

メ』ιg 

雄

A 

鞍
時
中
に
お
け
る
餓
鋼
業
の
設
展
と
本
稿
の
課
題

わ
が
閣
の
銭
鋼
生
産
は
、
昭
和
=
一
年
に
銑
鉄
百
万
題
、
昭
和
凶
年
に
銅
塊

鋼
材
そ
れ
ぞ
れ
一
目
訂
遜
宇
一
超
え
た
が
、
世
界
恐
慌
の

波
及
に
よ
り
、
六
年
に
は
銑
餓
九
一

七
万
酒
、
銅
塊
一
八
八
万
活
、
鋼
材
一
六
七
ヴ
惑
と
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
。
け
れ
ど
も
、
満
洲

事
時
世
を
契
機
と
し
て
増
加
に
碍
じ
、

中
日
鞍
宰
以
後
激
増
し
て
、

唱
和
一
七

一
八
年
頃
に
は
最
高
に
達
し
た
。

銑
鋭
生
産
の
最
高

は
、
昭
和
一
七
年
の
四
二
五
万
沼
、
銅
塊
生
産
の
最
高
は
、
昭
和
一
八
年
の
セ
六
三
庁
泊
、
鋼
材
生
産
の
最
高
は
昭
和
一
一
一
一
年
の
五
四

九
万
越
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
年
に
は
す
で
に
減
退
に
碍
じ
、
二

O
年
に
は
昭
和
初
年
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
て
敗
戦
を
む
か
え
た
。

西
欧
古
典
資
本
主
義
国
(
た
と
え
ば
と
く
に
J

ング一フ
y
ド
〕
に
お
い
て
は
、
消
費
財
な
ら
び
に
生
産
財
部
門
に
お
け
る
自
生
的
な
産
業

資
本
の
確
立
を
慕
礎
と
し
て
、
軍
需
工
業
が
建
設
さ
れ
た
の
に
反
し
、
目
本
安
本
主
義
は
専
ら
閥
際
資
本
主
義
(
帝
国
主
義
)
の
出
迫
に

封
抗
し
て
建
設
さ
れ
た
た
め
、
す
で
に
、
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
顕
倒
」
的
に
形
成
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
乙
と
は
、
基



幹
産
業
主
い
わ
れ
る
銭
銅
業
に
お
い
て
最
も
鮮
明
で
あ
る
。
そ
れ
は

l
l
I
R
需
産
業
と
ゅ
う
よ
り
は
|
|
基
本
的
に
は
首
初
よ
り
す
で

に
軍
事
的
性
格
を
興
え
ら
れ
、
と
〈
に
帝
国
主
義
の
爪
牙
た
る
兵
器
産
業
の
某
礎
資
材
生
産
部
門
と
し
て
規
定
さ
れ
て
き
か
。

円
た
と
え

ぼ
、
軍
需
工
附
刷
出
製
織
所
の
前
身
で
あ
る
甲
乙
と
き
、
と
の
聞
の
事
情
を
物
需
る
も
の
守
あ
る
。
)

さ
ら
に
銭
銅
原
料
と
し
て
の
鍛
鮪
石
粘
結
決
に
つ
い
て
は
、
モ
の
既
倒
的
部
分
を
朝
鮮
、
中
閣
、
海
峡
植
民
地
等
に
依
存
す
る
と

と
も
に
、
し
か
も
こ
れ
を
つ
ね
に
日
本
布
図
主
義
侵
略
の
代
償
と
し
て
確
保
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
植
民
地
諸

闘
に
劃
す
る
製
織
資
源
の
依
存
は
、
ま
た
日
本
餓
鋼
業
の
軍
事
的
性
格
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
日
!
?
小
資
本
主
義
の
資
本

蓄
積
の
低
位
と
安
債
な
ア
メ
り
カ
の
暦
鍛
依
存
は
、
製
銑
部
門
の
資
建
を
ま
た
ず
に
製
鋼
郁
門
が
先
行
す
る
鍛
銅
業
の
「
政
行
的
」
殻

展
を
促
し
た
。

睦

ω
銭
卸
業
の
軍
需
比
率
に
つ
い
て
は
、
潮
流
講
座
、
市
川
弘
勝
氏
「
危
機
に
お
付
る
銭
銅
莱
の
展
望
し
昭
和
二
四
年
、
二
=
頁
一
四
頁

ι詐

相
な
蔚
明
が
島
り
、
ぎ
た
、
一
民
洋
経
済
研
報
社
「
昭
和
霊
祭
史
」
昭
和
二
主
年
第
一
傘
下
一
四
一
頁
に
は
柄
材
消
費
の
状
態
が
表
示
さ
れ
て
い
る
c

と
の
よ
う
な
鍛
釧
業
の
「
鼠
倒
」
的
、
「
肢
行
的
」
な
稜
展
と
共
に
、
わ
や
か
凶
の
鍬
鋼
業
は
、
ス
宝
く
僅
か
な
教
の
銑
銅
一
貫
メ
)
カ

1
.

比
較
的
多
い
平
儲
メ
ー
カ
ー
、
さ
ら
に
無
数
の
墜
延
メ
ー
カ
ー
と
ゅ
う
構
遇
の
下
に
、
小
教
の
碕
占
企
業
へ
の
集
中
と
、
そ
の
も
と
に

従
属
す
る
干
焔
メ
ー
カ
ー
、
草
壁
メ
ー
カ
ー
の
占
め
る
位
地
の
き
わ
め
て
低
い
、
お
〈
れ
た
日
本
的
弱
占
の
形
態
を
生
み
だ
し
た
。
ま

従
来
か
ら
製
銑
を
主
、
と
す
る
宜
大
財
閥
と
図
家
養
本
(
入
幡
製
鍛
所
〕
の
一
融
合
し
た
日
本
製
鍛
の
出
現
に
よ
っ

て
、
と
く
に
は
っ
き
り
一
市
さ
れ
て
い
る
。

tこ、

か
¥
4

る
事
資
は

以
上
の
よ
う
な
生
産
構
造
を
も
ち
、
軍
事
的
性
格
を
背
負
わ
さ
れ
た
銭
鋼
業
の
、
目
本
帝
悶
主
義
の
も
っ
と
も
あ
ら
わ
な
時
期
と
、

崩
壊
し
た
時
期
に
お
け
る
発
展
は
、
悶
家
粗
削
占
養
本
主
義
の
傾
向
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
い
ま
本
稿
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う

白
木
銭
鋼
業
に
於
け
る
日
銀
資
本
の
地
位

第
七
十
二
巷

ニ
ハ
八

第
五
脱

七



日
本
鍛
鋼
業
に
於
け
る
日
蟻
資
本
の
地
位

第
七
十
一
一
色

〆、
ブb

第
五
競

^ 

E主
な
時
期
に
視
点
を
お
い
て
、
戦
時
中
の
鉄
鋼
業
の
資
木
構
造
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
の
資
本
の
運
動
を
と
ら
え
よ
う
と
考
え
る
。

(2) 

昭
和
九
年
一
月
の
日
銭
成
立
時
、
財
閥
救
済
策
と
非
難
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
二
一
井
・
三
菱
等
の
合
同
参
加
曾
祉
を
有
利
に
し
た
事
情
に
つ
い

て
は
、
小
島
崎
一
氏
「
鏡
銅
溜
済
讃
本
」
昭
和
一
五
年
版
、

木
村
喜
一
郎
氏
「
目
本
製
鍛
株
式
曾
祉

l
l過
大
資
本

ιつ

い
亡
」
大
阪
商
大
鰹
済
時
報
昭
和
九
年
三
月
護
行
、
第
瓦
昌
也

清
一
二
号
酔
雨
。
ち
な
み
に
昭
和
一
二
年
営
時
に
お
け
る
目

銭
的
大
株
主
を
示
せ
ば
鵠
一
哀
の
と
お
り
で
あ
る
。

日設における財閥別措込資本

1937年現在

土了竺陸空口
本資?一一"aく間

7.4 26.行12[伺M 井

七
い
す
る
岡
家
者
本
に
よ
る
直
樗

第 1表

わ
が
同
級
鋼
業
の
山
宮
本
集
中
皮
は
、 4.4 15.681 日目財童手

2.0 7.2日4安川・松本財閥

0.8 2，773 間財津泣

0.2 864 問財国安

0.1 
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ー
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lu
年

解

棉

酬

の

恕

そ

本

と
日

在

「

財
老備

100 359.821 挽込資本総額

B 

戦
時
中
鋳
鋼
業
の
資
本
の
集
中
度
の

400 間財友住

低
下
と
生
産
の
集
積
に
つ
い
て

(-j 

資
本
の
集
中
度
の
低
干

既
に
示
し
た
と
お
り
、
戦
時
中
わ
が
閣
の
鱗
銅
生
産
は

激
増
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
場
合
、
銀
鋼
生
産
の

讃
充
は
、
日
銭
を
は
じ
め
と
す
る

E
大
企
業
銀
鋼
濁
占

資
本
の
あ
い
つ
ぐ
設
備
の
増
設
と
、
こ
れ
ら
濁
占
費
本
に

間
接
の
補
強
に
よ
っ
て
濯
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
間
の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、

一
見
、
か
え
っ
て
菊
干
低
下
し
て
い
る
。
=
一
菱
経
済
研
究
所
「
本
邦
事
業
成
績
分
杭
〕
の
採
録
銭

鋼
曾
問
中
に
お
げ
る
使
用
組
安
本
の
集
中
庭
を
み
る
と
、
濁
占
企
業
た
る
最
上
位
三
位
(
日
銭
・
百
本
鋼
管
・
神
戸
製
鋼
、
却
下
間
口
、
な
ほ



第
=
表
註
記
悲
γ

山
問
。
こ
の
場
合
、
と

l
A

に
川
崎
造
時
、
住
友
製
剣
の
二
祉
を
加
ラ
べ
き
で
あ
る
が
、
右
の
「
本
邦
事
業
成
田
岡
分
析
」
に
は
、
こ
の
二
世
は
鍛

舗
装
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
J
L
L
で
も
有
料
の
都
合
上
と
れ
を
除
外
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
J

累
積
，
集
中
皮
は
、
昭
和
九
年
下
期
八
八

タ6

一
二
年
ト
期
九

O
屈
で
あ
っ

rも
の
が

一
八
年
上
期
に
は
七
七
匹
、
二

O
年
上
期
に
は
八
一
同
〉
な
っ
て
い
る
。
(
た
い
み
し
、

ζ

の
場
合
の
採
録
台
祉
政
は
、
九
年
下
期
、
一
二
年
下
期
そ
れ
ぞ
れ
入
社
、
一

λ
年
上
期
一
二
批
二

O
年
上
期
入
吐
で
あ
る
。
舎
世
名
は
第
二
表
註
記
参
照
。
)

な
お
、
商
工
省
「
脅
枇
統
計
事
」
よ
り
金
属
工
業
株
式
合
祉
総
計
に
針
比
し
た
右
上
位
三
祉
の
投
下
安
本
の
集
中
度
を
と
っ
て
も
、

昭
和
九
年
間
七
正
月
上
り
一
八
年
四
三
匹
、
二

O
年
三
=
一
掃
と
低
下
し
て
い
る
。

九
4
下
期
七
=
一
%
よ
り

と
れ
を
最
上
伯
作
で
あ
る
日
本
製
鎚
一
社
の
み
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
菱
採
録
織
銅
曾
吐
中
に
お
け
る
使
用
純
資
本
集
中
度
は
、
昭
和

一
八
作
上
期
五
一
夕
、

一
一
一
年
下
期
六
八
回

二

O
年
上
期
に
は
四
九
声
と
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
て
い

• 

る
。
合
枇
統
計
表
的
金
属
工
業
株
式
合
祉
に
樹
比
し
た
と
こ
ろ
の
投
下
資
本
の
集
中
皮
も
主
た
、

男
、
二

O
年
一
二
区
主
低
く
な
っ
て
い
る
。
(
詳
細
は
第
二
衰
容
照
)
こ
の
こ
と
は
f
の
場
令
と
く
に
注
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
右

r
示
し
た
上
仲
脅
位
三
紅
白
者
本
集
中
度
の
低
下
は
、
ま
っ
た
く
前
需
の
酎
き
日
本
製
織
の
集
中
度
の
甚
L
い
低
下
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
鋼
管
神
戸
製
鋼
の
二
世
に
お
い
て
は
、
む

L
ろ
そ
れ
ぞ
れ
集
中
度
を
増

L
て
レ
る
の
で
あ
る
。

と
れ
を
他
方
更
に
三
菱
採
録
舎
枇
杢
体
の
使
用
総
括
貝
本
増
加
率
に
つ
い
て
み
る
士
、
昭
和
九
年
下
期
に
謝
し
て
、
一
二
年
下
期
一

一
八
作
上
問
六
供
、
二

O
年
上
期
一
一
侍

r達
す
る
旺
確
な
安
本
の
増
加
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
劃
し
、
こ
の
間
内
日

六
倍
、

昭
和
九
年
四
二
匹
、

r、
."f' 

七

七
倍
、

銭
の
そ
れ
は
、

一
二
年
下
期

一
八
年
上
期
四
倍
、
二

0
4上
矧
七
倍
半
と
比
較
的
す
く
な
い
。
ま
た
同
じ
期
間
に
お
け
る

日
繊
の
川
崎
資
本
特
別
翠
を
、
日
本
鋼
管

神
戸
製
鋼
の
一
八
年
上
期
そ
れ
ぞ
れ
一
一
倍
、
二

O
上
期
鋼
管
の
二
三
倍
、
神
戸
の
二
四
倍

半
と
い
う
私
大
な
安
本
の
増
加
に
く
ら
へ
る
と
三
令
の
一
に

L
か
営
ら
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
殺
鋼
業
に
於
け
る
日
銭
資
本
の
地
品

第
七
十
二
巻

七
0 

第
五
競

九



日
本
餓
鋼
業
に
於
け
る
日
館
資
本
の
地
位

故時中における日本銭鋼業の資本の集中度(毘位千円)

昭作 識 障 | 日 本 師 陣l同鋼院間

% 。ノノリ 何回
603，142 440，144 73，0 42.540 7，4 44，540 7，4 87，5 

9年
擁詰資本 434，716 359，820 .82，8 15，850 3，6 20，制JO4，6 91，0 

下期
投下資本 934，128 388，910 41，6 28，5凱) 3，1 23，090 2，5 47，2 

絡を 京1 1，脚問 7個， 42拘 2135，848 13，1 91，644 8，8 90，1 
12年

jj~込資本 464，921 359，821 77，4 34，725 7，5 32，500 6.8 91， 7 
下期

投下資本 2，肌日 507，874 20，4 62，129 2，5 40，001 1，6 24，5 

458，204 12，4 500，677113.5177.2 

18年 3.2 
拙込責本 1，263，1251 671，日日日 5 196，675 15，8 137，000110，8179，5 

k主目

す調ナ時相
308，775 9，5 別9，762[6.5142.5 

977，889 14，8 

1，4日2，200~ 800，000143.6 257，000 17.2 182，700112.2183.1 
上期

5，617，1091 1，024，800120.7 407，906 7.1 290，6251 5.5132. 9 

第 2器

第
七
十
二
巻

七

問。

第
五
悦

(備考)(→ 線斉木および腕込資本は、三菱経済研究所「本邦事業l占筒分

祈Jよ力算出した。探鉱曾世載は9年下期、 12年下期および20

年上期はモ 11.ぞれ8i位、 18年と期は 12砥 δある。

(斗 「投下斉;$:J締額は、挽込資本金、世使、積立金.前期繰越

金および常期利主主金の合計で、商工省「曾祉統計表Jによる金

属工業株式含祉惚言 1'"ある。探鉱曾量上競は、 9 年 1， 623位~ 12 

年 2，368社、 18年 1，158市士、 20年 1，777枇である。日銭以下

は三菱調査による。

向 三菱採3fJc.曾目上名は、 9宇下期日銀、鋼管、開戸製鋼、住友製

鋼、大阪製鋭、日本製鋼、浅野小倉、東海鋼業の 8世。 12年下

期は、大阪、住友にかわり大島製鋼、徳山鍛板、 18年 k期大

島、東海にかわh λ同製鋼、日本スアンレス、特殊製鋼、東

洋鋼板、目E製鋼、日本金周産業を加えた12世o 20年上期は、

18年探銀曾祉中よれ小倉、ステシレス、特殊製鋼、徳山を除

く8祉である。

• 



琵
問
問
削
鋼
曾
祉
の
資
本
・
牧
盆
等
の
財
務
状
況
、
事
業
成
績
を
調
査
し
た
主
な
も
の
に
は
、
三
菱
極
済
研
究
所
「
本
邦
事
業
成
際
分
析
」
の
ほ
か
、

資
源
臆
官
房
統
計
謀
(
臨
時
前
阪
商
工
省
金
属
周
)
編
の
「
製
織
北
常
事
考
資
料
」
、
お
よ
び
日
本
興
業
銀
行
調
査
部
「
主
要
銀
行
宮
赴
業
筒
調
査
」
が
あ

る
が
、
こ
の
の
ち
の
二
者
に
お
い

τは
い
づ
れ
も
、
自
…
己
資
本
、
抗
込
斉
木
、
抑
込
黄
土
利
宰
率
、
配
首
窄
程
度
の
簡
単
な
調
査
よ
り
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
前
掲
三
菱
経
潤
研
究
所
の
も
の
は
、
貸
借
剖
照
表
、
損
徒
計
耳
需
の
諸
項
目
を
網
羅
し
て
あ
げ
て
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
以
下
主
と
し
て
本

調
査
『
依
捜
す
る
。

川
問
問
工
大
臣
官
房
統
計
課
楠
の
つ
曾
世
統
計
表
}
は
、
織
舗
装
と

L
t
は
細
目
分
割
な
く
、
そ
れ
は
金
属
工
革
に
包
含
き
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
こ
下
調
査
さ
れ
ζ

い
る
も
の
は
拙
込
資
本
金
、
社
使
、
積
立
金
、
前
期
繰
越
金
お
よ
び
蛍
期
利
益
金
等
に
闘
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら

の
も
の
を
も
っ
て
「
投
下
責
主
」
と
呼
ん

ε
い
る

Q

金
属
工
業
と
い
う
だ
付
で
は
分
類
が
大
台
十
ぎ
、
従
っ
て
、

rれ
か
ら
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
問
題

と
し
て
レ
る
錨
鋼
業
の
資
本
集
中
度
を
求
め
ん
止
一
ナ
る
こ
と
は
適
皆
で
は
な
レ
。
と
く
に
職
時
中
特
殊
な
他
人
一
時
本
の
比
買
の
特
大
し
た
時
期
に

(
と
の
首
時
に
は
、
政
府
補
償
付
命
令
融
費
、
共
同
融
資
、
戟
時
金
融
金
庫
の
設
足
と
柑
つ
ぐ
金
融
統
制
に
」
る
長
期
、
短
期
の
銀
符
信
用
と
、
臨

時
軍
事
賓
の
前
排
琵
註
制
に
よ
る
前
渡
金
が
他
人
資
本
に
し
め
る
制
合
に
お
い
て
、
相
首
に
増
加
し
ム
ア
d

)

、
前
記
の
如
曾
「
投
下
資
本
」
に
よ
る
ζ

と

は
問
題
で
あ
ろ
ラ
c

し
か
し
、
三
菱
極
関
研
究
所
の
調
査
に
お
け
る
採
銭
曾
計
段
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
判
し
、
曾
吐
統
計
表
の
場
合
に
は
、
零

細
A
y
d
世
を
も
含
む
金
風
工
業
会
体
を
網
羅
し
て
い
る
の
で
、
こ
i
A

で
は
三
菱
調
査
を
補
足
す
る
意
味
で
こ
の
曾
社
統
計
表
に
も
よ
っ
て
み
れ
人
。

と
の
曾
祉
統
計
表
に
お
け
る
金
属
工
業
株
式
曾
世
綜
段
位
、
九
年
、
六
二
一
一
…
枇
、
二
一

4
二
、
一
一
二
ヘ
八
社
、
一
八
年
一
、
一
一
立
八
位
、
ニ

O
年

一
、
七
七
七
一
献
で
あ
る
。

企
業
「
門
部
の
自
己
金
融
の
一
程
遠
し
に
米
闘
で
は
、
資
本
的
集
中
長
崎
「
段
下
責
京
」
、
す
な
わ
ち
楠
込
資
本
、
世
債
、
積
立
金
、
前
期
繰
越
金
お

よ
び
嘗
期
利
益
金
〔
又
は
紋
損
金
)
等
の
合
計
で
一
目
さ
れ
て
い
る
G
戸同
L
〕

E
ーの

}Mu--4Mm口
o
ロ
n
oロ可凶作
E
U
G同
開
。
。
ロ
o
E
E
F
Z
O
門
出
町
、
泊
目
。

に
は
米
間
織
鋼
業
の
資
本
の
集
中
度
が
ら
，
句
。
)

こ
こ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
日
銭
に
お
け
る
前
記
の
如
き
資
本
の
集
中
由
民
の
低
下
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
か
か
る
事
買
は
、

見
、
目
本
製
織
の
後
退
の
よ
ラ
に
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
事
費
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
日
本
鋳
鋼
業
の
有
力
な
研
覧
者

に
よ
り
、
右
の
如
き
現
象
は
、
日
本
餓
鋼
業
に
お
け
る
日
織
の
後
迭
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
o

し
か
し
、
果
し
て
車

日
本
鍛
鋼
業
に
於
け
る
日
銀
資
本
の
地
位

第
七

f
二
巻

七

第
五
弦

四



日
本
銀
鋼
業
に
於
け
る
H
錨
資
本
的
地
位

第
己

f
二
中
古

七

第
王
掠

四

純
に
そ
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ゐ
う
か
。
賞
は
か
、
る
見
方
は
必
ず
し
も
正
嘗
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で

あ
る
。そ

こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
日
銭
と
他
の
主
要
織
鋼
曾
祉
と
を
比
較
割
問
し
な
が
ら
、
日
本
鎖
鋼
業
に
お
い
て
日
織
の
辿
っ
て
き
た
位
地

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
日
織
の
地
位
を
明
ら
か
に
す
品
こ
と
は
、

日
本
銭
鋼
業
の
研
究
上
、

一
鷹
ま
ず

な
さ
る
べ
き
一
個
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
以
下
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
と
く
に
日
銀
資
本
の
分
析
を
試
み
る
で

あ
ろ
う
。
た

v
L
、
こ
〉
で
は
.
こ
の
問
題
を
主
と
し
て
財
務
諸
表
の
分
析
を
通
じ
て
取
扱
お
う
と
思
う
。
ま
た
、
こ
、
で
は
、
以
下

述
べ
る
よ
う
に
財
務
諸
表
の
分
析
に
よ
る
こ
と
が
主
た
る
内
等
を
な
し
て
い
る
。

ま
た
製
銅
、
盤
廷
の
約
半
分
を
傘
F
に
お
さ
め
て
出
資
し
た
日
銭
も

合
同
首
時
の
水
嶋
者
本
の
畑
山
力
と
、
私
大
な
経
営
機
構
の
非
能
率
的
な
経
営
が
品
積
し
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
刷
、
そ
れ
に
し
て
も
、

e
 

自
由
競
宰
の
制
限
さ
れ
た
戟
時
H
H
同
家
組
側
占
資
本
主
義
の
時
期
に
、
日
織
の
後
退
は
考
え
ら
れ
な
い

Q

円
本
鍛
鋼
業
に
お
け
る
銃
鎖
生
産
の
毘
倒
的
部
分
を
集
中
し
、

功
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

三
菱
の
豆
大
狗
占
が
、
鋭
鋼
業
に
お
け
る
支
配
力
の
蹟
大
に
成

こ
の
豆
大
潤
占
は
依
然
と
し
て
原
料
基
盤
と
販
寅
網
と
を
確
保
「
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
支
臨
機
構
を
強
化
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
も
左
目
畿
の
成
立
は
、
岡
家
。
負
指
で
鍛
銅
製
品
を
安
慣
に
一
長

ま
た

日
織
の
成
立
は
、
凶
家
資
本
を
と
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
井

務
工
廠
、
私
的
軍
需
濁
占
に
提
供
せ
ん
と
す
る
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
υ

ま
た
、
日
鉄
は
社
債
の
商
法
規
定
の
制
限
外
務
行
、
限
首
補
償
、
政
附
持
株
の
耐
配
管
免
除
等
の
特
典
は
成
立
の
営
初
よ
り
典
え
ら
れ

て
お
り
、
資
に
目
織
の
場
合
に
は
、
準
殺
体
制
、
戦
時
中
を
つ
う
じ
て
あ
ら
ゆ
る
助
成
を
う
け
て
き
た
。
戦
時
中
の
鍛
鋼
補
償
金
の
大

部
分
で
あ
る
銑
銭
柿
償
金
の
如
き
、
そ
の
八
割
乃
至
九
割
は
、
外
資
銑
が
多
レ
と
い
う
理
由
で
日
鍛
に
奥
え
ら
れ
た
の
で
あ
引
υ



E主

加
第
一
一
且
表
・
第
一
一
ヘ
表
・
第
一
七
表
事
照
。

ω
と
の
糧
管
非
郎
事
に
闘
し
て
は
、

M
M
卜
本
摘
で
と
り
あ
げ
て
分
析
す
る
。
な
お
、
小
島
氏
前
掲
書
一
二
五
頁
!
一
六
一
買
、
お
よ
び
『
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
』
昭
和
十
年
=
一
月
一
日
号
事
限
、
そ
こ
に
は
ま
た
、
日
銀
の
ア
の
ト
・
サ
イ
ダ
ー
暴
町
民
探
に
つ
い
亡
も
設
問
さ
れ
て
い
る
。

川
原
料
基
慌
に
つ
い
て
は
、
三
井
・
三
菱
系
出
成
績
は
全
一
関
採
堤
量
打
四
六
%
を
占
的
一
、

ζ

と
に
康
輔
用
模
、
瓦
斯
護
生
楠
刷
用
壊
の
旭
半
を
産
出

す
る
(
一
二
菱
皆
済
研
究
所
「
石
堤
紹
済
の
基
本
的
問
題
」
)
C

鑓
踏
石
は
、
日
銭
合
同
時
に
切
り
敵
さ
れ
て
、
三
井
に
は
祭
石
、
倶
知
安
、
設
寧
、
鹿

葉
、
三
菱
に
件
、
下
野
、
銀
穂
、
乗
二
浦
等
の
有
内
鏑
山
が
四
列
さ
れ
た
。
特
殊
整
理
委
員
A
M
R

「
日
本
の
財
関
と
モ
の
解
体
」
昭
和
三
六
年
、
四
八
九

買。
販
賀
網
に
闘
し
て
は
、
指
定
商
と
し
て
の
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
の
地
位
と
そ
の
疏
通
機
構
の
確
立
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
鈴
木
重
靖
氏
「
銭

鋼
兼
に
お
け
る
流
通
機
構
の
分
析
一
昭
和
二
六
年
一
一
月
護
行
、
経
済
論
議
第
六
入
省
第
四
・
王
号
参
照
。

間
「
守
タ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
一
七
年
四
月
一
目
号
、
お
よ
び
一
九
年
一
月
一
日
号
参
照
。

同
門
準
戦
体
制
に
お
け
る
日
帥
聞
の
地
位

わ
れ
わ
れ
は
、
日
織
の
地
伎
を
・
も
う
少
し
財
務
の
由
よ
り
詳
細
に
令
析
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
鍛
鋼
政
策
の
再
換
期
で
あ
る
昭
和
一
二
年
を
と
っ
ち
、
九
作
の
日
鍛
成
立
時
と
比
較
し
て
み
る
と
、
前
謹
の
よ
う
に
、
目
鍛

の
者
本
の
集
中
践
は
す
で
に
低
下
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
の
使
用
純
資
本
の
増
加
率
も
昭
和
九
年
に
比

L
一

六
侍
に
し
て
、
鋼
管
の

二
倍
、
村
戸
製
鋼
の

佑
に
く
ら
べ
る
と
著
し
く
ひ
く
い
。
日
俄
中
心
主
義
、
ア
ウ
ト

サ
イ
ダ
ー
暴
取
策
の
強
行
に
も
か

冶
わ
ら
ず
、
盟
外
の
濁
占
賛
本
の
者
本
の
増
加
車
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

恒
川
一
二
年
三
月
、
侃
堂
采
銅
剣
増
産
王
ヶ
年
計
劃
の
瑳
表
が
あ
り
、
同
年
九
月
に
は
製
銭
事
莱
法
が
抱
行
き
れ
た
。

営
時
の
日
織
の
経
営
に
関
し
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ら
に
よ
る
と
、
同
織
の
粧
響
効
卒
に
お
よ
ぼ

F
水
増
者
本
の
回
開
迫
、

極
大
江
経
営
機
構
の
非
能
率
経
営
が
、
種
々
問
題
と
さ
れ
て
い
る
関
係
か
ら
、
前
記
の
劃
き
日
僚
の
後
退
的
な
事
資
に
闘
し
で
も
、
こ

日
本
綾
鋼
業
に
於
げ
る
日
鎖
資
京
の
地
位

治
七
十
二
巻

七
四

第
五
日
前

四



円
本
銭
銅
業
に
於
け
る
日
銭
資
本
の
地
位

第
七
十
二
巻

七
五

第
五
読

回
目

の
点
に
原
因
を
求
め
る
論
者
(
例
え
ば
小
島
氏
「
鎖
銅
極
梢
譲
本
」
)
が
あ
る
。

小
島
氏
に
よ
れ
ば
、
ま
た
「
日
鍛
中
心
主
義
の
強
行
に
相
ら
ず
、
明
に
日
本
製
織
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
創
立
営
時
の
支
醍

、、

カ
を
掛
化
す
る
よ
り
も
、
通
に
弱
化
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
勿
論
民
間
脅
枇
の
よ
り
旺
盛
な
る
生
産
撰

寛
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
。
」
と
結
論
さ
れ
て
い
H
U
o

そ
L
て
加
し
の
聞
の
事
情
に
つ
い
て
、
製
銑
一
貫
作
業
の
日
銭
と
、
製
鋼
を
主
と
す
る
五
泣
(
鋼
管
・
白
木
製
鋼
・
浅
野
小
倉
製
鋼
・
東
海

鋼
業
・
大
阪
製
鍛
)
を
仕
較
し
て
詳
論
き
れ
て
い
る
。

そ
の
骨
子
は
、

第
三
表
、
第
四
表
、

第
五
衰
の
し
め
す
如
き
事
管
に
基
づ
い
て
い
る
。

即
ち
、

盟
外
五
祉
の
資
本
構
成
に
お
い
て

は
、
自
己
養
本
の
し
め
る
割
合
が
長
年
増
加
し
て
い
る
が
、
し
か
も
そ
の
大
宇
は
積
立
金
お
よ
び
盆
金
の
増
加
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た

肘
外
員
債
に
お
い
て
も
、
長
期
負
債
は
漸
減
し
て
い
る
。
他
方
、
非
常
な
設
備
の
擬
張
が
お
こ
な
わ
れ
た
に
拘
ら
ず
、

一
割
内
外
の
高

率
償
却
に
よ
っ
て
、
固
定
費
鳶
は
そ
の
割
に
増
加
せ
ず
、
そ
の
割
合
は
か
え
っ
て
漸
減
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
曾
此
の
内
容
は
杢
く

健
全
化
し
た
。
こ
れ
が
盟
外
脅
枇
の
賢
態
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
目
録
で
は
自
己
資
本
に
し
め
る
掛
込
資
本
の
割
合
が
著
し
く
大
で
、
配
蛍
菟
除
の
特
典
の
あ
る
政
府
持
株
が

八

O
芦
を
し
め
る
と
し
て
も
、
相
営
重
い
負
携
と
な
る
。
養
産
構
成
に
お
い
て
は
、
官
一
大
な
製
銑
設
備
を
有
す
る
ゆ
え
、
固
定
資
産
の

犬
な
る
は
巳
む
を
得
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
盟
外
五
社
に
比
較
し
て
過
大
で
あ
る
。
償
却
率
も
三
河
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

第
四
表
直
第
五
妻
に
み
る
よ
う
に
、
日
畿
の
経
皆
効
率
は
、
甚
し
く
劣
悪
で
あ
る
。
即
ち
、
資
本
固
持
率
を
見
る
と
、
目
銭
外
孔
祉

に
お
い
て
は
、
掛
込
資
本
、
固
定
資
本
に
針
し
て
、
牧
入
は
一
年
に
二
倍
に
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
日
織
の
凶
碍
牢
は
一

O

年
上
期
に
至
っ
て
漸
く
大
き
く
な
っ
た
が
、
な
お
、
梯
込
費
本
に
封
し
て
八
一
出
声
、
固
定
資
産
に
劃
し
て
九
三
再
に
濯
す
る
に
過
ぎ
な



(翠位千円〕

目 畿 日銭列 5 世

9年下期 岬と期 9年下期 1 1昨上期

じ

金 計 aI 388，910 I 411，456 I 47，787 I 72，211 

株主 資本金 359，821 I 359，821 I 32，970 I 44，725 

資資本 立金 1，250 I 17，150 I 8，103 I 18，384 

木 a 及純強金 27，839 I 34，485 I 6，714 I 9，102 

構 社外宮債b そ一の 言tb I 51，234 I 51，526 I 33，654 I 45，037 

成 長期負貸 27，000 I 20，日日oI 7，335 I 6，795 

の他国，234 I 31，526 I 26，319 I 38，242 

構成比率 a: b I 88ー12 89ー 11 66-34 62-38 

震資 固定資産 aI 310，803 I 314，552 I 45，570 I 47，872 

構成流動資産 b1 129，341 1 148，430 1 53，6281 69，376 

構成比率 a: b I 71-26 68-32 46-54 41-59 

使用 問賛本 440，144 I 462，9回 99，198 I 117，248 

日銭および盟外5吐資本・資産構成第 3表

日
本
接
鋼
業
に
於
け
る
目
議
資
本
の
地
位

〔備考〉目本興業銀行調査部「本邦銭鋼業の飛躍富と日本製銭株式舎祉の地

位」、小島氏前掲書 P. 144より要約して開設。

第
七
十
二
審

い
。
し
か
も
、
致
命
的
な
点
は
、
捕
込
資
本
利
鈍

事
の
差
で
一

O
年
上
期
、
県
外
五
吐
三
=
一
掃
に
た

い
し
て

日
銀
の
そ
れ
は

僅
に
一
八
対
で
あ

る。
す
な
わ
ち
、
小
島
氏
に
よ
っ
て
は
右
の
よ
う
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
立
論
。

仕
方
に
は
、
疑
問
を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
問

題
は
ま
づ
一
つ
に
は
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る

資
料
の
点
に
あ
る
。
小
島
氏
の
立
論
の
基
礎
と
な

っ
て
い
る
日
本
奥
行
銀
行
の
「
本
邦
製
織
業
の
飛

躍
と
日
本
製
鎮
の
地
位
」
の
脊
料
は
、
主
と
し
て

三
菱
の
「
本
邦
事
業
成
績
分
析
L

か
ら
と
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
己
の
場
合
、
採
鍬
舎
枇
及
ひ
各
衰

の
作
成
方
法
に
疑
問
が
あ
る
。
こ
こ
に
問
題
と
さ

れ
て
い
る
用
外
五
社
と
は
、
鋼
管
、
日
本
製
鋼
、

浅
野
小
倉
製
鋼
、
東
海
鋼
業
、
大
阪
製
織
の
五
社

七
~ /、

第
主
時
現

自
主



日
本
鍛
釧
莱
に
於
吋
る
日
銭
資
本
の
地
信

日銀および日銭外5置土の回持率(%)

l日 銭[目鍛外 5世|
9年と期 I10年上期 9年と期|岬と期

聖母使用紙資本 0.37 0.65 0.95 U."9 

封拍込資本 0.54 0.85 2.40 2出|
針回定資護 1.70 I 0阻 1. 97 2.19 

節 4表

(備考)第 3表に同じ。

日銭および目銭外5祉の利盆宰(%)第 5衰

此外 5議日鎚日

10年と期9年 ι期10壬苧 k昆ヨ9今てと見団

7，336 6，264 33，340 4，852 金主主作唱

32.8 33.1 1l:5.5 8.1 本資iι j!s 主叶

第
七
十
二
程

七
七

第
五
蹴

四
」ーノ、

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
も
首
時
折
調
の
脅
祉

γ一

あ
る
。
こ
れ

r針
L
、
三
菱
の
一
読
茶
で
は
、
営
時
最
も
内

容
の
わ
る
い
神
戸
製
鋼
、
住
友
製
鋼
、
大
島
製
鋼
等
は
除

外
さ
れ
て
い
る
。

な
お
.
間
外
五
一
位
は
、
仙
抑
込
資
本
の
比
率
が
す
く
な
く
、

社
外
負
債
(
短
期
負
債
)
を
も
っ
て
運
叫
資
本
を
ま
か
な
う

決
態
で
あ
り
、
従
っ
て
梯
込
資
本
利
益
帝
が
高
く
、
高
阻

営
中
」
槙
け
た
の
で
あ
る
。
悌
込
資
本
利
益
率
は
株
主
に
蹄

岡
崎
す
る
阻
賞
金
を
算
定
す
る
基
礎
と
し
て
意
味
を
持
つ
も

の
で
は
あ
る
が
、
使
用
純
資
本
利
益
率
を
み
な
い
で
、
経

品
由
能
卒
の
悪
化
主
判
定
す
る
の
は
首
を
得
な
い
。

一
宮
附
東
洋
経
済
新
報
社
締
「
西
日
本
事
業
合
同
世
の
展
望
」

昭
和
一
包
年
、
士
一
一
貝
、
お
よ
び
前
掲
日
本
興
蒸
銀
行
調
査

部
「
本
邦
議
鋼
業
の
飛
躍
と
同
本
製
銭
円
地
位
」
、
小
島
氏
前

掲
誓
そ
の
他
。

ω
小
島
氏
前
掲
書
一
六
一
O
頁
@

[慌考)第3表に同じ。

そ
こ
で
、
三
菱
の
原
資
料
に
よ
っ
て
、
日
鉄
と
除
録
の

県
外
七
位
と
針
比
す
る
表
を
作
成
す
る
と
、
第
六
表
、
第



七
表
、
第
八
表
の
示
す
如
き
も
の
と
な
る
。

な
る
ほ

E
、
也
大
な
水
増
費
本
を
か
ど
え
た
抑
込
者
木
の
池
犬
、
そ
れ

r
も
と
子
〈
固
定
資
産
の
流
勤
務
産
に
劃
す
る
温
大
は
、
小

島
氏
の
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
織
の
場
台
、
耕
込
資
本
の
回
時
率
や
、
固
定
資
産
の
回
開
蔀
は
は
な
は
だ
し
く

劣
る
が
、
梯
込
資
本
の
閏
押
容
は
何
ら
意
映
を
持
た
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
線
養
本
町
一
回
陣
容
を
み
る
と
、
そ
れ
桂
の
開
き
が
な

〈
な
る
。

(
前
摘
、
興
銀
の
費
料
に
よ
る
提
外
主
祉
に
針
比
L
亡
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
)

商
品
の
問
時
率
を
し
め
ず
、
手
持
品
の
四
時
率
に

至
つ
て
は
大
体
痩
り
が
な
く

九
年
下
期
、

一
C
年
上
期

一
一
年
に
お
い
て
は

わ
ず
か
で
は
あ
る
が

日
叫
酬
の
万
が
良
前
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
判
断
す
れ
ば
、
盟
外
七
到
に
比
較
し
た
日
織
の
資
本
利
用
特
度
は
ひ
〈
い
け
れ
ど
も
、
製
銑
一
貫
企
業
と
し
で
、

固
定
設
備
に
た
い
す
る
投
資
の
多
い
と
、
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
重
大
な
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
小
島
氏

r
よ
れ
ば
、
経
管
効
率
の
甚
し
い
欠
陥
と
さ
れ
て
い
る
利
錠
率
の
差
に
閥
]
一
て
は
、
な
る
ほ
ど
、
挽
込
資
本
の
利

従
事

r
お
い
て
は
、
円
紋
は
県
外
七
位
よ
り
最
低
の
と
き
(
九
年
「
期
)
で
六
割
も
患
い
が
、
一
一
年
、
二
一
年
で
は
そ
の
日
書
一
回
と
、

ほ
と
ん
ど
避
り
が
な
ぐ
な
る
。
け
れ
ど
も
、
使
用
線
査
本
の
利
銭
率
に
お
い
て
は
、
逆
に
日
織
が
、
た
か
く
、
盟
外
ヒ
祉
に
劃

L
て
九

年
下
期
で
万
割
、

一
年
上
期
の
如
き
は
二
倍
と
、
は
る
か
に
高
い
利
益
旅
を
し
め
し
て
い
る
。

(
小
島
氏
の
論
践
と
な
っ
た
興
銀
の
前

掲
資
料
を
利
用
し
て
、
問
外
五
祉
の
使
用
純
資
本
の
利
読
曜
を
算
定
す
る
も
ま
た
、
九
年
ト
一
刻
一
二
・
六
%
で
あ
っ
て
、
日
銭
円
二

7
一
知
正
髭
り
な

ぐ
、
一

O
年
上
期
「
お
い
亡
は
、
盟
舛
五
制
二
了
四
向
、
日
銭
は
一
四
・
四
%
と
、
わ
ず
か
さ
は
あ
る
が
日
践
が
商
い
。
〕

掛
込
羽
宮
本
利
益
卒
門
戸
高
い
こ
と
は
、
盟
外
王
祉
の
梯
込
資
本
利
従
事
の
と
と
ろ
で
説
明
し
た
と
お
り
、
こ
、
に
と
り
あ
げ
た
盟
外
七

社
に
含
ま
れ
る
企
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
企
業
の
絞
倍
株
態
が
よ
く
、
資
本
の
牧
経
性
が
高
い
と
判
断
す
る

」
と
は
早
計
で
あ
る
。

/
 

日
本
鏡
銅
楽
に
於
け
司
令
日
銭
資
本
の
地
位

第
七
十
二
笠

七
戸、

第
五
蚊

四
七



婿 B表

日
本
錨
創
業
に
於
け
る
日
銭
資
本
の
地
位

と其日

112，342 

77，475 

22，735 

10年年 下期

74，395 

104，764 

18，456 

9 

計 a

金銭E
 

わ
川
中び向

礼金越

合

挽

積

繰

r
a

・‘.
7〈、
aaa'Ez
、

本

金

主奇

立

込
自

己

資

本

資

1兄，132

69，790 

20，930 

11，413 

58，234 

21，285 債負期畏他のそ債

ム

口

社

そ

r
1く
』
に

計 b
他
人
資
本

本

構

48，86日36，749 他Cつ
成

62-38 64-36 b 事 a下じιE 構

74，550 72，556 a 謹苦空定固

107，582 90，442 b 蓋手寄車IJ出Z
受
章
構
成

41-59 

(備考)

45-55 

三重量前掲資料より算出して作成、七社は第8妾と同じa

第 3表に日銀め主号本構成、資産構成が:bるから日銀と針

比fる場合は参照されたい。

a:b 翠上e成

H

M

H

 

構

第
七
十
二
桂

七
九

第
五
拾

四
戸、

(財)

盟 外七社

9年下 11昨 r.11昨 Fi 12年 F 9年下110年比1年と|昨と

K院相tJ1ヨ品位収込千資悶入本)|l 129，085 
152，701 

0.72 0.80 0，93 I 1.07 I 2.10 I 2.24 ! 1.80 1 2.52 

主サ総資本 0.59 0.66 

針固定資産 O.B:3 0.94 0.961 1.0312.1712:3311.741 2.51 

針手持品 1.1 1.6 3.81 3.713.913.713.3 I 4，5 

目録および盟外七位回鱒翠第 7表

三菱前掲資料より算出して作成探主主七社は第8喪のとほり。

三菱前掲資料によれば賓と高の調査なし綿収入をもっ

て代用する。

(寸

t三)

(間考)



主要癒鋼舎社利益率‘国E首翠および保留率

|一…1¥""一11三0F

望込

1
1間査7亙!千

I

配営寧

I

保留率
世 名 9

下年l
|10k 年111:年112~年 9下年11~と4llEk有1

限
k
王手

日本製鍛 惚
挑

12.6 14.4 11. 2 12.6 6 6 7 7 1 61 68 55 64 
15.4 18.5 1[;.5 19.7 

神戸製鋼 事 5.5 5.2 5.6 5. J 8 8 8 9 1 21 24 30 29 12.2 11.5 12.7 14.0 

日本鋼管 総
JJb 

20.2 17.0 9.7 9.3 17 17 17 12 62 59 30 49 53.9 49.4 27.1 26.8 

日本製鋼 現 4.7 4.5 5.3 8.6 
8 1 23 8 112 B 1 30 39 49 11.1 12.2 14.1 18.9 

住友製鋼 単排
車 !'i.O 11. 5 7 91- 8 1 51 7.6 18.2 

浅小倉製鋼
野
語

17.5 16.0 9.1 14.9 15 15 12 12 41 30 5 1 42 24.3 24.3 13.8 23.9 

東侮鋼業 t
排
E
J 

12.5 7.6 5.6 10.6 10 10 8 1 13 57 31 21 '1 37 30.2 17.0 11.6 2'4.5 

大阪製銭
惚
挽

40.2 30 30 一一 75 64 149.3 i司

大島製鋼 正拙忠
4.81 11.9 

一-i - 1 5 13 10114 6.41 17.0 

徳山主語版
糟
jjb 

7.01 12.4 
← 5 12 24 i 55 14.51 24.2 

日〈銀七位を除 t
抗
理 11. 3 10.6 5.9 8.7 

24.6 24.9 16.6 20.9 

第 B褒

日
本
館
鋼
業
に
於
け
る
日
銭
資
本
白
地
伶

第
じ
十
二
巻

三
人

O

、い
ま
と
、
に

L
め
し
た
よ
う

に
、
使
用
線
沓
本
の
利
鈍
帝
に
お

い
て
は
目
識
が
高
く
、
間
外
七
枇

が
劣
悪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

(
-
一
年
上
期
、

一
一
一
年
上
期
の
ご

と吾、

μ
、

い
づ
れ
の
曾
吐
に
た
レ
し

ても、

日
鎖
が
優
位
で
あ
る
。
第
八

表
)
日
銭
の
粧
品
市
欣
態
が

そ
れ

ニ斐前掲汽料より作成。

は ら
な の
く企
、業

費 に
本到
の L
牧 て
おド 劣
力 る
にも
お の
い で

て
は
、
か
え
っ
て
優
る
も
の
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

L
か
も

日
織
は
一
位
内
府
間
保
翠
に
お
い
て
、

柊
始
最
高
で
計
抗
出
乃
至
七

O
M戸

で
あ
り
、
他
社
の
よ
う
に
年
々
大

(備考〉

差
を
生
ず
る
よ
う
tJ: 
不
安
うz
，1: 
な

し、。

(
第
入
表
参
照
)
。

第
五
競

四
九



日
本
鍛
鋼
業
に
於
け
る
日
銭
資
本
の
地
位

第
七
十
二
栓

一一一入一

第
五
時
踊

E 
O 

以
上
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
織
の
水
培
養
本
の
岡
山
迫
を
充
令
認
識
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
令
問
後
、
目
織
の
支
回
力
が
一
義
的
に
後
退
し
た
と
の
み
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

十
な
わ
ち
、
と
の
時
期
の
日
銭
は
、
さ
き
に
遁
べ
た
よ
う
に
、
直
接
政
府
の
手
厚
い
保
護
に
よ
っ
て
、
粧
品
百
を
維
持
し
て
き
た
の
で

あ
り
、
外
に
封
し
て
は
、
そ
の
カ
ル
デ
ル
放
棄
工
作
、
商
工
省
に
よ
る
盟
外
脅
祉
の
製
銑
用
高
慌
の
建
設
許
可
の
担
否
に
、
露
骨
に
あ

ち
わ
れ
た
7
珍
ト
・
f
イ
ダ

7
暴
師
眼
鏡
!
日
鍛
中
、
h
v
E
義
に
支
え
ら
れ
て
、
そ
の
銭
鋼
業
に
お
け
る
地
位
を
保
持
し
た
の
で
あ
る
。

(宝寺

戦
時
中
の
目
銭
の
地
位

年
を
九
年
に
比
較
し
て
、
平
均
で
一

そ
れ
で
は
、
さ
き
に
謹
ベ
た
一
二
年
以
降
の
戦
時
中
の
日
帥
酬
の
集
中
皮
の
い
ち
じ
る
し
い
低
下
、
あ
る
い
は
資
本
の
増
加
部
が
二

O

一
倍
、
銅
管
二
三
倍
、
神
戸
二
四
倍
宇
の
と
き
に
、
日
州
酬
の
七
倍
宇
は
、
資
に
鋼
管
、
榊
戸
の
三

A
7
の
一
と
い
う
低
位
に
す
ぎ
な
い
E
い
う
如
き
事
賓
は
、
い
か
に
説
明
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
一
二
作
首
時
の
介
析
に
な

ち
っ
て
、
二

O
年
営
時
の
資
本
構
成
、
養
産
構
成
、
紅
外
負
債
お
よ
び
自
己
資
本
の
構
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
鉄
と
盟
外
各
祉
の
千

均
ば
、
ほ
と
ん

E
理
り
が
た
い
。
〔
第
九
表
・
第
一

O
表
・
第
一
一
表
参
照
〕
。
経
皆
効
率
に
闘
し
て
は
、

一
五
年
頃
よ
り
日
鉄
の
低
下
が
は

っ
き
り
寸
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

き
ら
に
日
織
の
場
合
生
産
の
集
積
は
次
の
よ
う
に
た
か
ま
っ
て
い
る
。
第
一
四
表
に
し
め
す
よ
う
な
設
備
の
大
摘
張
期
に
は
、
日
鍬

も
ま
た
、
そ
の

E
大
な
高
儲
設
備
に
安
住
し
て
い
た
の
で
は
な
く
し
て
、
八
幡
、
輪
西
、
釜
石
、
乗
二
浦
の
醤
施
設
の
蹟
張
、
八
幡
に

匹
敵
す
る
庚
畑
の
一
貫
工
場
の
新
設
と
、
旺
盛
な
損
張
計
劃
を
管
施
し
た
の
で
あ
る
。

職
局
の
苛
烈
と
と
も
に
、
師
脱
延
業
者
に
た
い
す
る
原
料
供
給
の
遮
断
、
平
熔
業
者
の
生
産
制
営
の
一
部
中
け
と
一
貫
作
業
を
な
す
企



鯨 g表 20年上則の資本情成および斉産構成(単位千円)

品性玩本丁:構面両成 I一面資 産 構 成
応 l流動

日 織 1，162，869 2，087，676 1，100，216 2，150，329 

同JU三(%) 36 61 34 回

間外七Jii:t 1，036，189 2，305，605 1，081，734 2，260，060 

同J:U伊(財) 31 69 32 68 

三菱湿潤研究所前編資料より算出して昨日丸

採錦町問外七社は、鋼管、脚戸拠鋼、日本製鋼、大同製

鋼、東洋釧板、日布製鋼、日本金属産業である。

付

伺

(備考)

日
本
鍛
鋼
業
に
於
け
る
日
繊
資
本
の
地
位 20午と世田同己資本構成(車位千円〕

1 挑込資本金(積立金|別期繰越金|首期利他

日 鍛 800，000 321，768 3，775 37，326 

同比率(少の 68.8 27.7 0.3 3.2 

盟外七祉 692，200 284，823 16，794 42，373 

同比宰(悩〕 66.8 /.7.5 L6 4.9 

第四車

第
七
ト
二
翁 (備考)第9表に同じ。

20年とJtJJJ吐外負債同点〔車位千円〕

債|品種|加形 | 捌 定 | 臨 書

日 鍛 1，024，800 312，274 231，401 519，201 

同比率( 財) 49.1 15.0 11.1 24.9 

閣外 七社 228，225 410，137 214，671 227，187 1，225，387 

同比率( % ) 9.9 17.8 9.3 9.9 53.1 

第 11表

Fミ、

第
主
脱

五

商法規

千入仁j 第 9表に同じ。

同 日銭の社債のとくに多い理由は、鴎策曾祉として、

定yの吐債援打による。

(備考)



第 14表明白↑与中大型商1J:i・平炉および限延機設備の増設

ユl~土!土1!!zI 'f fi'i 1m l!fr 1__:"土七二1設

同
本
織
鋼
業
に
於
け
る
H
織
資
本
町
地
位

第
七
十
三
省

100 

122 

144 

鎖鋼連臨調査。(蜘者).r.tr位ニftン

日ヲ

1 2年

1 5年

2 0 {l 

日織の生産関力全開比(昭和 22年現在)

硫ピグベ外線プ薄県小中大鋼銑コ
製

レシ

タオゾ
形1佐形 1 

リ
鋼お鋼

品
ソ 1 グ
1 }c よ

名安チ ト組輪材キ板板材び材塊鍛ス

四四五 O 円八三四三七四八七 全岡比生産簡力
六一一五四 四九二九四.一 主 こ

九四 _i"LJ'旦一五一二八一九一九入一九
.d./'::..6. b.L'!.. sd  主r.fl百

培稿ー! 

二 o0 一九:h.一七 O 二一八一

四三三三七 O 八 六 九 主 五 九=入 越年

第 15衰

(
備
考
}
且
印
被
『
日
本
町
財
閥
と
そ
の
解

体
』
ニ
ニ

O
賀
土
り

y、、

第
豆
競

繊釧生涯に於ける日織の地位〔車位千トン)第 16表

昭和

五
3B.9 2，308 1 2年

46.1 3，980 1 B年

46.8 502 

〔備考)製錨業参考資制より作成。

2 0年



甥 12;0; 験時中の日潰および盟外曾祉の利益翠 (%) 

15と I16上 I1710 I 18c I 20と配 I16 r. I 17 r. I 18と!がと

営(出期位利千益円金〕
28，5701 24，8581 26，833 乱世弘司 42.970 34，0201 37，339 36，834 32，373 

排手Ij込益資帯本 13.3 1 9.9 1 9. 3 9，3 9，3!31. 7 17.01 15.5 12.4 10.1 

t 利~ 資車 本率 5.11 3.BI 3.3 4.1 19，3 

(備考) H 三菱経済研究所前掲資料上り算出して作成。

(二)探銭合祉は日銭f令 15年より 17年まで8社、日ポ鯛替、師同製鋼、白木製鋼，小倉製鋼、憶111錨

板、東海室開業、大同製鋼、日本高周波重工業であり、 18年は 11社、東海鋼業、日本高周波重工

業のかわりに、日本ステンレス、特殊製鋼、東洋釦版、日直製鋼、日本金属産業を加える。

20年同 7m士、鋼吉、研戸製鋼、日本車鋼、大[I-a製鋼、東洋鋼板、日直製鋼、日本金風間2業である。

第 13襲戦時中内日銀および盟外曾杭の岡持率 (%) 

J5_" I 16ヒ I17上 I18.t.I 20上 15上 16上 I1H  I 18と I20 上

綿(単位牧千円入) 386，578 444，116: 465，944 71，託研 102，824264，448 剖 開9!m，716574，147 1，291，232 

WIJi品i6資本 1. 80 1. 78 1.62 0.21 0.26 1. 95 1.42 1.12 1.10 1.33， 

3吋線資本 0.68 0.67 0.58 。{用 0.06 0.64 0.44 0.37 0.36 0.25 

的固定資産 1.2 1.2 1.1 0.2 0.5 2.4 1.2 1.1 1.1 0.6 

(備考)第12表に同じ。



ハ
材

業
へ
の
優
先
策
が
主
ら
れ
、
さ
き

r
の
ベ
た
鍛
鋼
制
償
金
の
七
二
区
の
日
鍛
え
の
集
中
川
れ
わ
れ

rが
、
と
の
よ
う
な
助
成
政
策
士
、

未
曾
有
の
生
産
の
高
揚
則
に
、

戦
時
H
H
同
家
湖
占
費
本
主
義
的
統
制
の
結
果
は
、

る
。

{
沼
一
六
長
盛
時
〕
G

き
ら

r
、

円
餓
の
生
産
の
集
積
を
た
か
め
て
い
っ
た
の
で
あ

い
わ
ゆ
る
対
鋼
業
の
京
大
メ
ー
カ
ー
へ
の
生
産
の
集
積
も
ま
た
進
行

L
た
が
、
そ
の
中
で
日
銭
円
し
め
る
地
位
は
高
主
り

と
そ
す
れ
、
決
し
て
ゆ
る
い
で
は
い
な
い
。

昭

和

一

二

年

一

昭

和

一

人

勾

生

産

白

一

宅

建

知

一

%

一

生

産

額

一
、
四
人

O
一
円
七
・
豆
一
一

d
R一
四
一
一
心
一
一
一
、
三
三
五
五
六
・
人

回
二
入
一
二
子
六
一
勺
七
九
一
一
五
・
四
一
甘
さ
一
五
・
ニ
一

二
一
二
八
一
七
・
七
一
二
六
八
一
五
・
五
一
一
八

O
一

回

・

円

五
二
一
一
・
六
一

λ
0一
一

ム

一

六

五

一

一

・

ハ

一一

0
0一
六

五

一

一

一

一

四

一

四

・

八

一

一

五

六

一

一

一

了

八

二
」
二
九
四
一

u
u・0
一
一
三
三

O
七
一
六
七
・
入
一
二
一
、
二
一
ー
じ
入
一
入
一
・
入

一
一
一
二
一
回
一
一

0
0
・0
一
問
、
入
七
二
一

0
0・
0
↑
回
、
一
二
』
一

0
0・。

(
附
考
〕
昭
和
九
年

l
一
一
一
年
は
、
製
織
議
参
考
資
料
、
一
八
年
は
識
鋼
協
議
曾
調
売
に
よ
る
@

つ
昭
和
産
業
史
」
第
一
巻
、
一
恒
三
良
。

第

η
衰

日

ネご

i吉田

日

崎

車

II[ 住

友

金

耐l

F弓

:U_~ 

五
大
d

l
カ

1
計

I可

相、

地

(
第
十
七
夫
容
照
ν

普
通
鋼
肱
延
鋼
材
に
お
け
る
五
大
メ
ー
カ
ー
の
地
位
〔
閉
校
千
ト
シ
〕

as 

~口

九

年% 

鈍3辞:r:: 脳鋼計日
木
織
釧
諜
に
於
け
る
日
織
資
本
的
地
仙

第
七
十
二
往

Y¥ 

四

話

M
W

「
ダ
イ
ヤ
壬
ン
ド
」
」

七
年
四
月
一
日
せ
審
問
問
。
な

お
-
八
年
六
月
一
一
日
号
二

九
頁
日
記
事
に
よ
れ
ば
、
廃

延
業
者
官
製
鋼
所
は
い
も
は

や
く
航
昼
機
生
産
の
ド
請
に

輔
用
さ
れ
て
い
え
が
、
同
じ

く
限
延
業
者
で
あ
る
東
京
シ

ャ
ー
リ
ン
グ
の
燥
業
休
止
状

態
に
つ
け
、
航
空
機
生
産
の

過
大
型
約
を
振
り
む
け
る
こ

と
と
し
て
、
東
京
シ
ャ
ー
リ

ン
グ
を
殴
牧
合
併
し
た
。

川
叫
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

一
入
勾
一
月
一
日
号
参
照
、

第
五
時
現

五



日
本
鎚
鋼
業
に
於
け
る
H
繊
資
本
の
地
位

第
七
十
一
一
盆

一
九
五

第
王
帖
抗

主王

問

な
お
、
一
六
年
一
一
月
一

H
せ
一
一
八
一
且
に
よ
れ
ば
、
平
蹴
業
者
吾
嬬
製
鋼
吾
嬬
工
場
(
阿
合
祉
の
五
五
仰
心
能
力
)
は
耳
油
燃
糾
に
つ
き
、
原
料
補

給
を
と
め
ら
れ
、
瓦
斯
鎚
生
噛
の
新
設
計
剖
を
し
た
が
、
撚
順
炭
の
入
手
閑
難
に
つ
き
、
一
貫
業
者
と
の
合
併
J
f
た
は
下
請
を
4
4
府
中
で
あ
っ
た
@

中
小
平
協
・
限
延
業
者
に
た
い
す
る
整
理
の
強
制
、
調
占
資
本
に
よ
る
資
本
支
町
お
よ
び
下
請
化
に
つ
い
て
判
別
相
と
し
た
い
。

ω
銑
鏑
補
償
金
の
八

l
l九
日
は
銭
銅
補
償
金
総
抑
制
の
七
二
%
に
首
る
。
市
川
弘
勝
氏
、
前
崎
書
、
=
三
瓦

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
織
鋼
業
に
お
け
る
口
餓
の
地
位
は
、
決
し
て
後
退
し
て
い
な
い
の
み
か
、
ま
す
ま
す
阻
化
さ
れ
て
い
る

と
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
鋼
管
、
紳
戸
等
の
毘
外
の
潤
占
資
本
の
資
本
の
増
加
率
が
日
織
に
比
較
し
て
と
く
に
高
い
迎
由
は
、
本

来
の
俄
鋼
業
の
外
に
、
特
殊
鋼
、
兵
器
、
機
械
、
遺
附
等
の
牧
徒
の
多
い
軍
需
生
産
部
門
を
綾
川
位
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
同
級
は
そ
の

同
家
企
業
、
と
し
て
の
性
格
上
、
こ
れ
ら
の
軍
儒
淵
占
に
俄
銅
製
品
を
、
原
料
と
し
て
安
慨
に
提
供
す
る
円
的
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
軍
需
糊
占
で
あ
る
こ
れ
ら
の
企
業
が
、
そ
の
利
盆
の
一
部
を
一
宇
受
し
た
こ
と
は
、
日
餓
の
岡
山
家
企
凶
町
主
と
し
て
の
円
的
を
達
成
し

た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
レ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
日
織
の
利
従
卒
そ
の
他
の
川
相
続
効
卒
の
比
較
的
に
ひ
く
い
と
と
は
、

軍
需
溺
占
に
奉
仕
寸
る
と
い
う
目
的
に
制
約
さ
れ
て
レ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。

(
出
一
一
一
実
利
粘
来
、
第
一
=
一
決
国
料
品
市
の
日
銭

4

間
丹
A
M

円
祉
の
比
絞
を
参
照
〕

と
こ
ろ
が
、
こ
の
経
皆
効
卒
の
劣
悪
化
を
理
由
に
、
統
制
脅
を
中
心
と
し
て
、

一
同
日
銭
の
解
体
論
が
お
こ
り
白
川
酬
を
解
体
し
て

俄
鋼
業
を
地
方
プ
ロ
ッ
ク
に
分
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
舵
卒
の
よ
い
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
再
編
成
せ
よ
と
い
う
論
者
と
、
い
や
日
織
は
モ
の
ま
〉

と
し
、
鋼
管
、
中
山
、
小
倉
、
尼
崎
に
製
鋼

師
四
延
脅
祉
を
合
併
せ
よ
と
主
仮
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
鍛
を
抱
き
込
む
一

こ
と
に
よ
っ
て
、
法
外
な
利
湖
を
獲
得
す
る
こ
と
で
飽
ぎ
た
ら
ず
、
解
体
し
て
そ
の
生
産
能
力
を
自
己
の
完
全
な
支
配
下
に
お
こ
う
と

す
る
士
一
井
a
=
一
菱
の
ニ
ト
ヘ
澗
占
資
本
主
、
そ
れ
に
針
抗
し
よ
う
と
す
る
盟
外
の
凋
出
資
本
の
あ
い
だ
の
角
淫
で
あ
る
。
伍
堂
案
以
後
、

政
府
の
餓
銅
政
策
の
聞
い
制
色
、
軍
需
お
よ
び
財
政
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
軒
景
気
で
、

一
時
休
戦
し
た
か
に
み
え
た
組
側
出
資
本
の
あ
い
だ
の



相
組
が
、
表
面
化
し
た
も
の
と
断
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
、
牛
商
に
は
、
戦
宰
指
導
勢
力
と
し
て
の
陸
海
軍
、
お
よ
び
日
銭
へ
の
同
家
資
本
の
投
資
、

し
て
き
た
絞
神
官
僚
〔
統
制
曾
噂
の
統
制
国
体
、
低
物
憤
政
策
と
補
償
金
政
策
、
軍
需
酸
詫
制
等
の
戦
時
統
制
)

需
省
の
設
置
を
も
っ
て
勝
利
を
え
た
財
閥
的
再
編
成
の
意
闘
の
く
い
ち
が
い
に
も
と
ず
く
も
の
と
も
解
牒
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
連
の
戦
時
統
制
に
よ
っ
て
登
上

の
統
制
方
式
に
た
い
し
て
、
軍

匡
的
こ
の
よ
と
は
三
井
の

H
本
製
鋼
・
製
鋼
部
門
を
皆
む
三
菱
京
工

本
の
傘
下
企
業
の
場
合
に
も
同
じ

ιと
が
い
え
る
c

側
「
一
ダ
イ
ヤ
そ

Y
F」
一

b
年

一

月

一

日

号

。

、

間
軍
需
省
の
設
躍
と
、
そ
の
忌
義
に
つ
い
亡
は
T
・
A
・
ピ
ッ
ソ
ン
「
日
本
の
戦
時
腕
消
」
昭
有
二

O
年
、
お
よ
び
K
・
ボ
ボ
フ
院
修
、
ベ
亨

ズ
ネ
凡
著
「
日
本
の
財
閥
」
偶
済
調
査
合
諜
昭
和
二
六
年
、
第
一
念
一
二
六
瓦
器
照
。

(
後
に
該
部
門
の
み
此
一
七
年
三
菱
製
鋼
に
合
併
}
、
住
友
金
同
聞
の
巨
大
賞

(
未
完
)

日
本
銭
鋼
業
仁
於
け
る
日
銭
資
木
の
地
位

第
七
十
三
強

入
六

第
五
明

五
五




